
ー
!
与
謝
野
晶
子
と
雑
誌
の
関
わ
り
を
中
心
に
|
|

岡

は
じ
め
に

愛
国
婦
人
会
は
婦
人
運
動
家
・
奥
村
五
百
子
の
提
唱
に
よ
り
、
戦
死

者
の
遺
族
や
傷
療
軍
人
の
救
護
・
慰
問
な
ど
を
目
的
と
し
て
明
治
討
年

に
創
設
さ
れ
た
司
体
で
あ
る
。
台
湾
で
は
明
治
犯
年
、
台
北
の
台
湾
総

督
府
構
内
に
台
湾
支
部
を
設
置
し
、
活
動
を
開
始
し
た
c

そ
の
愛
国
婦

人
会
台
湾
支
部
が
明
治
但
年
目
月
か
ら
大
正

5
年
3
月
に
渡
っ
て
発
行

し
た
機
関
誌
が
、
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
で
あ
る
。
最
も
多
い
年
(
大
正

3
年
)
で
年
間
八
万
六
千
百
七
十
五
部
が
台
湾
島
内
に
配
布
さ
れ
た
。

発
刊
か
ら
三
年
後
の
明
治
組
年
に
は
、
広
告
を
含
め
る
と
二
一
百
頁
近
く

の
分
量
を
備
え
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
大
部
の
雑
誌
と
な
っ
て
い

が
)
O

〈
内
地
〉
の
愛
国
婦
人
会
の
機
関
誌
『
愛
国
婦
人
』
(
明
お
・

3
1

昭
げ
・

2
)
が
、
大
正
9
年
ロ
月
に
至
る
ま
で
新
聞
形
態
を
取
っ
て
い

た
の
に
比
し
て
、
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
第
二
巻
(
明
必
・

1
)
以
降
、

月
刊
雑
誌
と
な
り
、
終
巻
ま
で
そ
の
形
態
が
維
持
さ
れ
た
。

下

友

加

既
に
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
台
湾
統

治
初
期
総
督
府
の
政
策
履
行
、
特
に
「
理
蕃
五
カ
年
計
画
」
と
呼
ば
れ

る
山
地
制
圧
事
業
に
お
け
る
後
援
・
広
告
塔
の
役
割
を
担
っ
た
雑
誌
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
〈
帝
国
〉
日
本
の
植
民
地
支
配
の
実
態
の
一
端
を

知
る
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
雑
誌
は
同
時
代
の
著
名
作

家
の
作
品
を
多
く
掲
載
し
て
い
る
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

広
津
柳
浪
、
泉
鏡
花
、
徳
田
秋
声
、
=
一
宅
花
園
、
内
藤
鳴
雪
、
伊
藤
左

千
夫
、
土
屋
文
明
、
与
謝
野
晶
子
、
与
謝
野
寛
、
長
谷
川
時
雨
、
国
木

田
治
子
、
尾
島
菊
子
ら
の
寄
稿
は
頻
繁
に
確
認
で
き
る
。
〈
外
地
〉
の

雑
誌
に
、
著
名
な
〈
内
地
〉
作
家
の
原
稿
を
常
時
掲
載
す
る
こ
と
は
、

愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
の
会
員
獲
得
の
た
め
の
誌
面
充
実
に
つ
な
が
り
、

ま
た
愛
国
婦
人
会
及
び
そ
の
後
ろ
盾
で
あ
る
総
督
府
の
権
威
づ
け
に
寄

与
す
る
方
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
雑
誌
に
見
え
る
〈
内

地
〉
作
家
た
ち
の
寄
稿
は
、
〈
帝
国
〉
日
本
の
領
地
拡
大
と
と
も
に
、

文
学
の
市
場
が
そ
の
ま
ま
〈
外
地
〉
へ
と
広
が
っ
た
様
相
を
如
実
に
示
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し
て
い
る
。

し
か
し
、
右
の
よ
う
な
実
態
を
精
査
す
る
に
は
、
こ
の
雑
誌
の
所
蔵

自
体
が
極
め
て
限
ら
れ
、
か
つ
資
料
が
揃
っ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が

存
す
る
口
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
雑
誌
は
全
八
十
八
冊
の
う
ち
五
十

一
冊
に
止
ま
る
抗
、
稿
者
は
新
た
な
一
冊
で
あ
る
第
六
十
一
巻
(
大

2
・
ロ
)
を
確
認
し
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
新
資
料
・
第
六
十
一
巻

の
目
録
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
同
巻
に
掲
載
さ
れ
た
主
要
な
記
事
に
つ

い
て
報
告
し
た
い
。
特
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
初
出
不
詳

と
さ
れ
て
き
た
与
謝
野
晶
子
の
詩
(
「
夏
よ
り
秋
へ
』
金
尾
文
淵
堂
、

大

3
・
1
所
収
、
無
題
・
詩
番
号
釘
)
が
当
巻
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
詩
の
初
出
と
単
行
本
と
の
異
同
、
さ
ら
に
は
晶
子
と
「
台
湾

愛
国
婦
人
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と

こ
ろ
を
述
べ
る
。
第
六
十
一
巻
の
発
見
に
よ
り
、
後
半
の
第
六
十
巻

(大
2
・
日
)
か
ら
第
八
十
八
巻
(
終
巻
、
大
5
・
3
)
ま
で
二
十
九

冊
連
続
し
た
か
た
ち
で
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

な
お
、
当
巻
資
料
の
所
蔵
者
は
、
財
団
法
人
半
線
文
教
基
金
会
台
湾

文
化
資
料
館
館
長
・
劉
峰
松
氏
で
あ
る
。
資
料
は
電
子
デ

i
タ
化
の
た

め
、
台
湾
南
投
に
あ
る
国
史
館
台
湾
文
献
館
に
保
管
中
で
あ
っ
た
が
、

劉
氏
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
特
別
に
関
覧
が
ゆ
る
さ
れ
た
。

第
六
十
一
巻
目
録

こ
こ
で
は
、
ま
ず
第
六
十
一
巻
の
目
録
を
掲
げ
る
。
他
巻
の
構
成
同

様
、
当
巻
も
日
本
文
及
び
漢
文
欄
か
ら
成
る
が
、
今
回
は
紙
幅
の
都
合

に
よ
り
漢
文
欄
は
省
略
し
た
。
巻
頭
に
は
大
量
の
広
告
(
八
十
四
頁
に

及
ぶ
)
が
掲
載
さ
れ
、
本
文
部
分
は
そ
の
広
告
の
後
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

凡
二一例

漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。

目
次
と
本
文
に
相
違
が
あ
る
場
合
、
明
ら
か
な
誤
植
を
除
き
、

本
文
の
表
記
及
び
掲
載
順
に
従
っ
た
。
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『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
六
十
一
巻
(
大
正
二
年
十
二
月
一
日
発
行
・
初
銭
)

何
故
に
女
子
の
独
立
問
題
高
等
教
育
問
題
が
起
り
し
乎

法
学
博
士
浮
田
和
民

宮
尾
舜
次

桜
井
美

西
門
老
人

コ
一
宅
花
園

静
花

植
民
地
に
は
旧
式
の
婦
人
が
良
い

家
庭
に
於
け
る
趣
味

軍
国
の
婦
人

吾
が
師

新
派
歌
壇
の
近
勢



回
顧
五
年

過婦
去人
五同
年題
聞の

於転
け機
る
女
J性
の
坊主
五"-

イヒ
宮小山花丘西後に依
古林下井の山藤驚田
啓臨千卓人悲進く信
三水代蔵 次二 太
郎 雄 郎

混
合
教
育
の
利
弊

五
年
前
に
見
た
独
逸
の
家
庭

新
刑
法
と
旧
刑
法

鳴
呼
五
年
前

子
供
の
あ
る
御
婦
人
方
に

結
婚
の
歴
史
に
就
て

家
庭

茶
の
湯
独
習

古
川
の
拝
木園

芸

秋
に
下
す
種
子
と
球
根

文
芸

波
の
戯
れ

酒
場
の
一
夜

生
活

不
思
議
な
接
吻

竹
囲
詞
壇
詠
草

桐
廼
舎
当
座
会

星
野
宗
悦

此
君
庵
耕
斎

S
Y
生

徳
田
秋
声

与
謝
野
晶
子

筒
井
吉
久

小
林
穂
三
郎

桐
廼
家
か
つ
ら

西
川
芳
子

小
品
文

図
書
倶
楽
部
/
懸
賞
新
題

秋
期
小
集
の
記
/
新
刊
紹
介

愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
報

講
談

春
日
局

乃
木
大
将
閣
下
正
伝

落
語

御
授
け
結
婚

五
万
歳

口

絵

柏

木

の

雪

尾

島

別

義

筆

三

色

版

東
伏
見
宮
殿
下
尊
影
他
数
十
葉

附
録
小
説

幼
き
こ
ろ

尾
島
菊
子
選

藁
々
斎
柏
葉

渡
辺
政
徳

青
松
亭
有
楽

渡
辺
柏
葉

F
h
u
 

つム

尾
島
菊
子

同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
他
巻
に
比
し
て
構
成
上
の
異
同
は
特
に
な
い
。

評
論
(
エ
ッ
セ
イ
)
「
回
顧
五
年
」
は
刊
行
五
年
記
念
号
で
あ
る
前
巻

(
第
六
十
巻
)
か
ら
の
企
画
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

当
巻
に
は
、
徳
田
秋
声
の
長
編
小
説
「
波
の
戯
れ
」
の
十
一

i
十
七

章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
続
き
は
既
に
発
見
さ
れ
て
い
る
第
六
十
三
巻

(大

3
・
2
)
、
第
六
十
四
巻
(
大

3
・
3
完
結
)
に
載
っ
て
い
る
。
十

章
よ
り
前
の
内
容
は
、
未
発
見
で
あ
る
第
五
十
六
巻
(
大

2
・

7
)
、



及
び
第
五
十
九
巻
(
大
2
・

m)
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
兄
妹
の
よ
う
に
育
っ
た
友
蔵
・
お
ま
つ
と
東
京
か
ら
来
た
画
家
の

友
野
芳
雄
の
問
に
生
じ
た
、
一
種
の
三
角
関
係
が
描
か
れ
て
い
る
。

雑
誌
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
附
録
小
説
は
、
秋
声
の
弟
子
で
あ
る
尾

島
菊
子
が
担
当
し
て
い
る
口
こ
の
小
説
は
第
五
十
二
巻
(
大
2
・
3
)

の
掲
載
開
始
か
ら
断
続
的
に
発
表
さ
れ
、
第
七
十
三
巻
(
大
3
・
ロ
)

に
至
り
、
よ
う
や
く
完
結
し
て
い
る
。
未
発
見
巻
へ
の
掲
載
分
が
あ
る

た
め
、
部
分
的
に
し
か
読
め
な
い
が
、
前
篇
・
中
篇
・
後
篇
の
三
部
構

成
を
持
つ
、
か
な
り
の
分
量
を
持
つ
長
編
小
説
で
あ
る
。
当
巻
に
は
、

中
篇
の
十
一

1
十
五
章
が
掲
載
さ
れ
、
主
人
公
の
「
私
」

H
清
子
が
世

話
に
な
っ
て
い
る
従
姉
夫
婦
の
勧
め
に
よ
っ
て
結
婚
し
た
も
の
の
、
そ

れ
が
破
れ
る
経
緯
と
、
医
者
の
卵
で
あ
る
松
木
と
い
う
男
性
と
の
新
た

な
恋
が
従
姉
に
露
見
し
、
妨
害
さ
れ
る
ま
で
の
様
子
が
語
ら
れ
て
い

る
。
菊
子
自
身
の
経
歴
に
基
づ
い
た
自
伝
的
な
小
説
と
考
え
ら
れ
、
語

り
口
も
訴
え
か
け
る
よ
う
な
力
強
さ
を
持
ち
、
質
・
量
と
も
に
菊
子
の

創
作
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

但
し
、
右
の
よ
う
な
秋
声
や
菊
子
の
長
編
小
説
掲
載
に
つ
い
て
、
望

ま
し
く
な
い
と
の
声
も
雑
誌
に
は
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
雑
誌
に
度
々
寄

稿
し
て
い
る
博
文
館
理
事
・
坪
谷
水
哉
は
「
読
者
を
繋
ぐ
為
に
数
号
に

連
な
る
面
白
き
読
物
一
篇
あ
る
は
宜
し
き
も
、
近
頃
の
如
く
徳
田
秋

声
、
尾
島
菊
子
二
氏
の
小
説
の
何
れ
も
長
く
続
く
こ
と
は
亦
一
考
を
要

す
べ
し
」
と
苦
言
を
呈
し
て
い
る
(
第
六
十
三
巻
「
本
誌
に
対
す
る
諸

名
家
の
感
想
」
大
3
・
2
)
。
愛
国
婦
人
会
の
支
部
報
と
い
う
、
地
方

発
行
の
一
機
関
誌
で
あ
り
な
が
ら
、
文
芸
欄
が
商
業
雑
誌
並
に
肥
大
化

し
て
い
る
点
に
こ
の
雑
誌
の
一
つ
の
特
色
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え

誰
に
ど
の
よ
う
な
寄
稿
を
依
頼
す
る
の
か
、
好
み
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ

と
言
え
よ
、
っ
。

三
宅
花
園
の
エ
ッ
セ
イ
「
吾
が
師
」
は
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研

究
室
「
近
代
文
学
研
究
叢
書
日
』
(
昭
和
女
子
大
学
、
昭
防
・

1
)
著

作
年
表
か
ら
は
漏
れ
て
い
る
口
自
身
の
「
お
師
匠
様
」
と
し
て
跡
見
花

践
と
杵
屋
六
の
名
を
挙
げ
、
こ
こ
で
は
三
味
線
の
師
匠
で
あ
る
杵
屋
の

人
格
、
気
品
の
高
さ
に
つ
い
て
主
に
語
ら
れ
て
い
る
。

「
懸
賞
新
題
」
の
後
に
掲
げ
ら
れ
た
「
新
年
号
予
告
」
に
は
、
「
島
崎

藤
村
氏
作
或
男
の
話
/
与
謝
野
晶
子
氏
作
正
月
ま
へ
/
泉
鏡
花
氏

作
鳥
笛
/
徳
田
秋
声
氏
作
紫
陽
花
の
窓
/
ア
ン
ド
レ

l
フ
氏
作

永
遠
の
子
」
と
い
っ
た
内
容
が
大
き
な
活
字
で
組
ま
れ
て
い
る
。
実
際

に
は
、
藤
村
の
作
品
は
第
六
十
三
巻
(
大
3
・
2
)
に
、
ア
ン
ド
レ

1

フ
の
作
品
は
六
十
四
巻
(
大
3
・
3
)
に
、
そ
の
他
は
予
告
通
り
、
次

号
(
新
年
号
)
第
六
十
二
巻
(
大
3
・
1
)
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
予
告
内
容
か
ら
も
、
当
雑
誌
が
文
芸
を
呼
び
物
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

fo 
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与
謝
野
晶
子
「
酒
場
の
一
夜
」

与
謝
野
晶
子
の
詩
「
酒
場
の
夜
」
は
、
回
章
か
ら
成
る
七
五
調
の

定
型
詩
で
あ
る
。
詩
の
内
容
と
末
尾
の
注
記
「
(
一
九
一
二
年
九
月
巴

里
に
て
)
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
晶
子
が
寛
の
後
を
追
っ
て
欧
州
を

訪
問
し
た
際
の
経
験
を
も
と
に
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。
単
行
本
『
夏

か
ら
秋
へ
』
の
「
下
の
巻
」
所
収
の
際
、
無
題
と
な
り
、
代
わ
り
に
詩

番
号
肌
(
幻
)
が
振
ら
れ
た
。
ま
た
、
単
行
本
で
は
五
章
構
成
に
改
め

ら
れ
て
い
る
。

雑
誌
掲
載
本
文
を
次
に
掲
げ
る
。
単
行
本
『
夏
か
ら
秋
へ
』
と
の
異

同
が
あ
る
場
合
、
単
行
本
の
本
文
を
下
段
の
(
)
内
に
示
し
た
。
殆

ど
は
表
記
の
改
変
で
あ
る
。
単
行
本
の
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
異
同
に
つ

い
て
も
そ
の
ま
ま
記
し
、
ル
ピ
は
省
略
し
た
。
傍
線
は
私
に
付
し
た
。

酒
場
の

夜

↓
肌
(
貯
)
)

暗墓闘
い窟を
怖の内二
え口へ)
がを跨
身踏ぐ
にむと
迫 や き
るう
。な

煙
草
の
け
ぶ
り
、
人
い
き
れ
、

酒
類
の
匂
ひ
、
灯
の
明
り
、

黒
と
桃
色
、
黄
と
青
と
:
・
:

あ
れ
、
は
た
は
た
と
手
の
音
が

キ
モ
ノ
姿
に
帽
を
著
た

わ
た
し
を
迎
へ
て
爆
ぜ
裂
け
る
。

鬼
の
む
れ
か
と
想
は
れ
る

人
の
塊
、
そ
こ
か
し
こ
。

も
や
も
や
曇
る
狭
い
室
。

(

一

一

)

淡
い
舷
量
の
す
る
ま
、
に

君
が
腕
を
軽
く
取
り
、

物
珍
し
く
さ
し
覗
く

知
ら
ぬ
人
等
に
会
釈
し
て
、

一
扇
で
半
ば
頬
を
隠
し
、

わ
た
し
は
其
処
に
掛
け
て
居
た
。

ボ
ウ
ド
レ
エ
ル
に
似
た
像
が

荒
い
苦
悶
を
食
ひ
し
ば
り
、

手
を
後
ろ
手
に
縛
ら
れ
て

↓
き
も
の
姿
に
)

円

iつ山

(
↓
肱
量
の
す
る
ま
ま
に
)

(
↓
物
珍
ら
し
く
)

(
↓
パ
ウ
ド
レ
エ
ル
に
)

(
↓
食
ひ
ば
り
、
)
*
単
行
本
原
文
?
?



煤
ぴ
た
壁
に
口
巾
さ
れ
た
、

そ
の
足
も
と
の
横
長
い

粗
木
づ
く
り
の
腰
掛
に
。

(
一
一
一
)

「
こ
の
酒
場
の
名
物
は
、

四
百
年
へ
た
古
家
の

き
た
な
い
こ
と
¥
剰
軽
な

ま
た
正
直
な
あ
の
老
爺
、

そ
れ
に
お
客
は
漫
画
家
と

若
い
詩
人
に
限
る
こ
と
、

そ
し
て
主
人
も
客
達
も

毎
夜
、
朝
ま
で
飲
み
明
し
、

歌
ひ
明
し
て
遊
ぶ
こ
と
。
』

こ
ん
な
話
を
友
は
す
る
。

潤
い
短
袴
の
大
股
に

老
爺
は
寄
っ
て
、
三
人
の

日
本
の
客
の
手
を
取
っ
た
。

伸
び
る
が
ま
、
に
乱
れ
た
る

髪
も
頬
髭
も
灰
白
み
、

(
↓
煤
ぴ
た
壁
に
)
*
単
行
本
原
文
マ
マ

赤
い
上
被
、
青
い
服
、

そ
れ
も
汚
れ
て
裂
け
た
ま
、
。

太
い
目
元
に
織
の
寄
る

屈
託
の
な
い
笑
顔
し
て
、

盛
高
の
頬
と
鼻
先
の

林
檎
色
し
た
美
く
し
さ
。

(
↓
「
こ
の
酒
場
の
)

(
↓
き
た
な
い
こ
と
と
、
)

老
爺
の
手
か
ら
、
前
の
卓
、

わ
た
し
の
小
さ
い
さ
か
づ
き
に

注
が
れ
た
酒
は
ム
ウ
ド
ン
の

丘
の
上
か
ら
初
秋
の

セ
エ
ヌ
の
水
を
見
る
や
う
な

濃
い
紫
を
湛
え
て
た
。

↓ ↓ ↓ ↓  
削 削 削 若
除除除話

人

限
る

と

(
↓
一
行
空
け
)

(
↓
(
四
)
)

(
↓
股
衣
の
大
股
に
)

(
四
)

「
聴
け
、
我
子
等
』
と
客
達
を

叱
る
が
如
き
叫
ぴ
ご
ゑ

D

↓
伸
び
る
が
ま
ま
に
)

老
爺
は
や
を
ら
中
央
の

麦
稗
椅
子
に
掛
け
な
が
ら
、

マ
ン
ド
リ
ン
を
ば
膝
に
し
て
、

(
↓
裂
け
た
ま
ま
。
)

(
↓
美
く
し
さ
)
*
句
点
削
除

(
↓
小
さ
い
杯
に
)

oo 
q
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(
↓
(
五
)
)

(
↓
「
聴
け
、
我
が
子
等
」
)

(
↓
叱
る
や
う
な
る
叫
び
ご
ゑ
。
)



『
皆
さ
ん
、
今
夜
は
珍
し
い

日
本
の
詩
人
を
も
て
な
し
て
、

、
ヱ
ル
レ
エ
ヌ
を
ば
歌
ひ
ま
し
ょ
。
』

↓
「
皆
さ
ん
、
)

(
↓
歌
ひ
ま
し
ょ
。
」
)

老
爺
の
声
の
巳
ま
ぬ
聞
に

拍
手
の
音
が
降
り
か
、
る
。

(
↓
声
の
止
ま
ぬ
間
に
)

(
↓
音
が
降
り
か
か
る
。

赤
い
毛
を
し
た
痩
形
の

モ
デ
ル
女
も
泳
ぐ
ょ
に

一
人
の
画
家
の
膝
を
下
り
、

口
笛
を
吹
く
、
手
を
挙
げ
て
。

(
一
九
一
一
一
年
九
月
巴
里
に
て
)

(
↓
(
巴
里
モ
ン
マ
ン
ト
ル
の
「
暗
殺
の
酒
場
」
に
て
こ

晶
子
と
寛
の
パ
リ
に
お
け
る
下
宿
先
は
モ
ン
マ
ン
ト
ル
に
あ
っ
た
。

晶
子
は
、
「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
と
云
ふ
の
は
、
山
の
様
に
高
く
な
っ
た
巴

里
の
北
の
方
に
あ
る
一
部
の
街
で
、
踊
場
や
瑚
珠
庖
、
酒
場
な
ど
の
多

い
、
巴
里
人
の
夜
明
し
遊
び
を
し
て
来
る
所
と
成
っ
て
居
る
」
(
「
欧
州

よ
り
(
一
)
」
『
婦
人
画
報
』
第

η
号
、
大
元
・

8
)
と
述
べ
て
お
り
、

詩
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
遊
興
の
空
間
独
自
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
。

こ
の
詩
は
、
明
治
必
年
6
月
日
日
の
晶
子
の
実
体
験
を
も
と
に
書
か

れ
た
と
考
え
ら
れ
が

)
O

そ
の
根
拠
は
、
与
謝
野
寛
の
書
い
た
紀
行
文

「
暗
殺
の
キ
ヤ
バ
レ
エ
」
(
「
東
京
朝
日
新
聞
』
明
必
・

7
・
日
)
で
あ

る
。
こ
の
寛
の
文
章
は

6
月
げ
日
の
日
付
を
持
ち
、
「
暗
殺
の
酒
場
」

へ
「
一
昨
日
の
晩
品
子
を
伴
れ
て
画
家
の
江
内
と
一
緒
に
僕
が
行
っ
た

時
」
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
「
画
家
連
中
と
来
て
居
る
モ
デ
ル
女
の

幾
人
は
席
が
無
い
の
で
若
い
画
家
の
膝
を
択
ん
で
腰
を
掛
け
る
程
の
大

入
で
あ
」
っ
た
こ
と
、
「
老
爺
は
日
本
服
を
着
け
た
晶
子
の
来
た
の
を

喜
ん
で
、
早
速
ギ
タ
ル
の
調
子
を
合
せ
て
ヱ
ル
レ
エ
ヌ
の
短
詩
を
三
つ

続
け
ざ
ま
に
歌
っ
た
」
こ
と
な
ど
、
内
容
が
晶
子
の
詩
と
一
致
す
る
。

酒
場
の
様
子
も
、
次
の
よ
う
に
詩
と
同
様
で
あ
る
。

「
暗
殺
の
酒
場
」
へ
初
め
て
来
た
人
は
事
毎
に
驚
く
。
第
一
前

に
述
べ
た
来
る
路
の
淋
し
さ
と
物
凄
さ
に
驚
か
さ
れ
て
居
る
処
へ
、

四
百
年
以
上
経
て
居
る
と
云
ふ
古
い
建
物
の
酒
場
が
、
石
と
土
と

を
混
ぜ
て
築
き
上
げ
た
粗
末
な
壁
の
二
室
し
か
な
い
平
家
で
、
老

主
人
夫
婦
と
一
人
の
給
仕
女
と
の
三
人
の
家
族
の
住
む
方
は
土
地

の
傾
斜
の
億
に
建
て
ら
れ
て
薄
暗
い
窓
口
の
様
に
成
っ
て
居
る
し
、

客
の
席
に
当
て
た
一
室
は
績
十
畳
敷
程
の
広
さ
で
、
冬
に
な
れ
ば

頑
聞
な
石
の
暖
炉
へ
今
で
も
荒
木
を
投
げ
込
む
の
で
何
処
を
眺
め

て
も
煤
光
に
械
く
光
っ
て
ゐ
る
中
へ
、
正
面
に
問
手
と
両
足
を
縛

ら
れ
た
男
の
大
き
な
塑
像
が
之
も
煤
と
塵
に
汚
れ
て
哀
し
相
に
痩

せ
こ
け
た
顔
を
垂
れ
乍
ら
天
井
か
ら
ぶ
ら
下
る
。
四
方
の
壁
に
は

昔
か
ら
此
処
で
飲
ん
だ
幾
多
の
漫
画
家
の
奇
怪
千
万
な
席
描
が
縦

n
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横
に
貼
ら
れ
、
傷
だ
ら
け
の
薄
械
い
荒
木
の
卓
の
幾
つ
と
粗
末
な

麦
藁
の
台
の
椅
子
の
二
十
許
り
と
が
土
問
に
散
ら
ば
っ
て
居
る
。

「
酒
場
」
を
詠
み
込
ん
だ
別
の
晶
子
の
作
品
に
は
、
『
夏
よ
り
秋
へ
』

所
収
の
「
酒
場
の
地
獄
の
給
仕
か
の
こ
と
も
そ
の
日
の
業
も
見
透
か
し

て
云
ふ
」
と
い
う
短
歌
が
あ
る
。
こ
の
歌
の
給
仕
や
詩
中
の
酒
場
の
老

爺
は
、
怖
ろ
し
さ
も
感
じ
る
よ
う
な
毒
々
し
い
世
界
の
住
人
で
あ
る

が
、
同
時
に
鋭
い
洞
察
力
や
人
柄
の
魅
力
も
備
え
て
い
る
。
そ
う
し
た

姿
を
晶
子
は
特
に
印
象
的
に
受
容
し
、
描
く
対
象
と
し
て
捉
え
た
と
言

え
る
。
詩
は
「
夏
か
ら
秋
へ
」
所
収
後
、
昭
和
4
年
1
月
刊
行
の
「
晶

子
詩
篇
全
集
』
(
実
業
之
日
本
社
)
に
も
収
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
の

キ
ヤ
バ
レ
エ
・
ダ
ツ
サ
ツ
サ
ン

タ
イ
ト
ル
は
「
暗
殺
酒
鋪
(
巴
里
モ
ン
マ
ン
ト
ル
に
て
こ
と
変
え
ら

れ
た
。逸

見
久
美
に
拠
れ
ば
、
『
夏
か
ら
秋
へ
」
所
収
詩
の
初
出
不
明
は
三

編
存
す
る
と
い
%
。
つ
ま
り
、
今
回
の
発
見
で
初
出
不
明
の
詩
は
残
り

二
編
(
詩
番
号
制
・
幻
)
と
な
っ
た
が
、
単
行
本
に
お
け
る
詩
の
配
置

順
か
ら
考
え
て
、
未
発
見
の
「
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
三
十
六
巻
(
明

弘
・
日
)
、
第
五
十
一
巻
(
大
2
・
2
)
が
そ
れ
ぞ
れ
の
初
出
誌
と
い

う
可
能
性
が
あ
る
。

与
謝
野
品
子
と
『
台
湾
愛
国
婦
人
』

の
関
わ
り

こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
五
十
二
冊
(
今
回
の

第
六
十
一
巻
を
含
む
)
中
に
確
認
で
き
る
晶
子
の
掲
載
作
品
は
、
短
歌

三
百
三
十
三
首
、
詩
二
編
、
小
説
四
編
、
評
論
(
感
想
)
三
編
、
古
典

の
現
代
語
訳
三
編
(
但
し
、
「
新
訳
紫
式
部
日
記
」
は
雑
誌
の
終
刊
に

よ
り
、
途
中
ま
で
の
掲
載
)
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
寛
の
作
品
も
品
子
ほ

ど
で
は
な
い
も
の
の
、
評
論
三
編
、
詩
一
編
、
訳
詩
三
十
編
、
翻
訳
小

説
一
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
作
品
名
と
掲
載
年
月
に
つ
い
て

は
、
次
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

表

与
謝
野
晶
子
・
寛
の
吋
台
湾
愛
国
婦
人
」
掲
載
作
品

ハU
Q
U
 

5巻第0 4巻第8 4巻第4 4巻第2 3巻第8 3巻第7 3巻第4 巻数

大 大
4明7 5 4明5 4明5 4明4 4明9 4 

l 11 5 l 12 

L一 離兎一一K一1 

「里」巴よ 塁走 ?里 霊歌
事官室

華首
小説 -説

霊首 霊苦 霊首 ヤ
ン
jレ

語旅のよ 書花 男歌の
寛E 

""" 
Lる…一

訳語品
書編

ン

訳詩編3 

ヤ
ン
jレ



7巻第5 7巻第3 7巻第2 7巻第1 7巻第0 6巻第8 6巻第7 6巻第6 6巻第5 6巻第3 6巻第2 6巻第1 6巻第0 5巻第5 5巻第4 5巻第2 

大4 大3 大3 大3 
大3 9 

大3 大3 大3 大3 
大3 2 

大3 大2 大2 
大2 6 

大2 大2 

2 12 11 10 7 6 5 4 12 11 5 3 

主E 
「我思の しーE餐同一一L一寸

里長重臣 里重葦 喜」辛霊子杢言章童青
正月ま 場酒の 長?

"̂' "̂' -ロ

しる…ω 

説

L一一 夜

霊首己霊
詩

i言王宣尺見
短歌

主誤 重iz首E 説 詩
霊首

3首0 
木J惑目

」「妻死。フ 歌まミ
普夏 塑光 由

ノ篇」三曲ト望女す関にる 31 里 前夜」「別るる
警薄

篇

喜編 訳詩編3 

編詩2 喜編 訳詩編2 

訳荷編2 

訳詩編2 
訳詩編3 

訳百編2 
評三日子i間b、 王評日子よ間b、

8巻第8 8巻第7 8巻第6 8巻第5 8巻第4 8巻第3 8巻第2 8巻第1 7巻第8 7巻第7 7巻第6 

大5 大5 大5 大4 大4 大4 大4 大4 大4 大4 大4 

3 2 1 12 11 10 9 8 5 4 3 

E多部語旦害F初貫」喜告主

葉落
秋空

」秋「の定指よ句込
主露 E 常

まz 
z 

短歌 歌短

言訂窒t て
し一一一 し一一 2首5 

華首 霊肯

2首5 
• 歌短

需言尺 E 言尺
需訳霊

高

Lて一一 Lて一一

訳詩編2 訳詩編2 

言評命

1
1よ

円
〈

d

*
第
位
、
回
巻
は
稿
者
未
見
。
平
成
お
年
度
図
皐
院
大
民
主
人
学
院
特
定
課
題
研
究
報
告
書

『
「
台
湾
愛
国
婦
人
」
の
研
究
」
(
研
究
代
表
者
上
回
正
行
、
国
民
子
院
大
撃
、
平
m
-
2
)

の
記
載
に
拠
っ
た
。

雑
誌
(
愛
匝
婦
人
会
台
湾
支
部
)
と
呂
田
子
・
寛
の
関
係
の
始
ま
り
に

つ
い
て
、
上
田
正
行
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
く
直
前
の
明
治
四
十
四

年
ぐ
ら
い
か
ら
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
た
よ
う
で
す
」
と
推
定
し
て
い

る
。
現
在
確
認
で
き
る
最
初
の
雑
誌
掲
載
は
、
晶
子
の
短
歌
が
載
っ
た

第
三
十
四
巻
(
明
弘
・

9
)
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
四
十
一
一
、
四
十
三



年
発
行
の
雑
誌
の
多
く
が
未
発
見
の
現
状
で
は
そ
う
考
え
る
よ
り
他
な

い
。
四
十
四
年
以
降
、
終
巻
ま
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
晶
子
と
寛
、
二
人

の
作
品
掲
載
が
行
わ
れ
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
右
に
掲
げ
た
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
間
子
の
作

品
が
掲
載
さ
れ
な
い
巻
に
寛
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
(
第
位
、
位
、
目
、
邸
、
∞
∞
、
別
巻
)
口
こ
れ
は
晶

子
・
寛
の
側
の
事
情
な
の
か
、
そ
れ
と
も
編
集
者
側
の
意
図
な
の
か
は

判
然
と
し
な
い
が
、
結
果
と
し
て
夫
婦
で
な
る
べ
く
穴
の
な
い
か
た
ち

で
雑
誌
へ
の
掲
載
が
ほ
ぼ
常
時
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
晶
子
と
寛
は
互
い
を
補
う
こ
と
で
、
夫
妻
で
雑
誌
の
顔
と
な
っ
て

い
る
と
言
え
る

)
O

第
三
十
七
巻
(
明
弘
・
ロ
)
に
は
「
在
京
記
者
」
に

よ
る
「
与
謝
野
晶
子
女
史
を
訪
ふ
」
と
い
う
記
事
も
存
す
る
。
そ
こ
で

は
、
「
台
湾
愛
国
婦
人
』
へ
「
毎
月
何
か
送
稿
す
る
積
で
す
が
」
と
い

う
晶
子
の
言
と
と
も
に
、
寛
に
よ
る
「
台
湾
と
云
ば
愛
国
婦
人
は
中
々

盛
だ
ネ
、
什
慶
し
て
当
地
だ
っ
て
あ
れ
だ
け
の
雑
誌
は
少
な
い
よ
」
「
全

だ

し

く
お
世
辞
ぢ
ゃ
な
い
、
あ
れ
丈
の
も
の
を
地
方
で
発
刊
て
ゐ
る
の
は
大

に
誇
る
価
値
が
あ
る
よ
」
と
い
っ
た
発
言
が
あ
わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
雑
誌
の
読
者
で
あ
る
愛
国
婦
人
会
会
員
は
、
基
本
的
に
有
夫
で
あ

り
、
晶
子
と
寛
と
い
う
夫
婦
の
寄
稿
者
は
、
読
者
に
と
っ
て
親
し
み
を

感
じ
や
す
い
対
象
と
言
え
る
。
編
集
者
側
は
そ
う
し
た
二
人
の
価
値
を

十
分
に
理
解
し
、
重
宝
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
口

で
は
、
晶
子
と
寛
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
な
ぜ
こ
の
〈
外
地
〉
の
機
関

誌
に
頻
繁
に
寄
稿
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
の
答
え

と
し
て
晶
子
自
身
の
言
が
参
考
に
な
る
口
大
正
二
年
八
月
以
降
(
木
俣

修
に
よ
る
推
定
、
日
付
不
明
)
北
原
白
秋
に
宛
て
た
晶
子
の
書
簡
に
は

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
台
湾
愛
国
婦
人
と
申
す
ざ
っ
し
は
稿

料
が
よ
ほ
ど
多
く
く
れ
申
候
へ
ば
(
か
〉
る
こ
と
わ
ら
れ
た
さ
に
申
し

候
は
労
に
多
く
む
く
は
れ
候
い
み
に
候
な
れ
ど
は
づ
か
し
く
候
か
な
)

お
小
づ
か
ひ
に
な
る
べ
く
ぞ
ん
じ
候
。
何
か
一
ぺ
ん
二
へ
ん
女
の
よ
み

も
の
ら
し
き
ゃ
さ
し
き
も
の
十
五
日
位
ま
で
に
お
、
く
り
下
さ
ら
ば
と

お
も
ひ
申
し
除
。
」

晶
子
は
原
稿
料
の
良
さ
か
ら
(
そ
う
し
た
こ
と
を
口
に
す
る
の
を
恥

じ
ら
い
な
が
ら
も
)
、
白
秋
に
寄
稿
を
す
す
め
て
い
る
の
で
あ
れ
叫
口
「
台

湾
愛
国
婦
人
』
へ
の
寄
稿
時
期
は
、
『
明
日
生
』
廃
刊
以
蜂
、
晶
子
が
生

活
の
た
め
、
様
々
な
媒
体
に
大
量
の
作
品
を
発
表
し
て
い
た
時
期
に
あ

た
る
。
雑
誌
が
台
湾
総
督
府
の
後
ろ
盾
の
も
と
に
刊
行
さ
れ
た
官
製
雑

誌
で
あ
る
こ
と
を
、
台
湾
へ
の
渡
航
経
験
の
な
い
晶
子
が
一
体
ど
こ
ま

で
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
だ
が
、

彼
女
に
と
っ
て
は
経
済
的
に
大
変
あ
り
が
た
い
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
だ
っ

た
と
言
え
よ
う

D

香
内
信
子
は
、
晶
子
が
「
各
メ
デ
ィ
ア
の
特
長
を
把
握
し
て
、
読
者

層
も
加
味
し
て
、
そ
こ
に
見
合
う
原
稿
を
送
っ
て
い
が
)
」
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
が
、
の
ち
に
単
行
本
に
収
め
る
作
品
を
少
な
か
ら
ず
寄
稿
し

て
い
る
こ
と
や
、
雑
誌
掲
載
の
小
説
が
す
べ
て
既
婚
者
向
け
の
内
容

η，山
内
ペ
リ



(
夫
婦
の
生
活
、
出
産
、
結
婚
と
い
っ
た
題
材
)
を
扱
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
晶
子
な
り
に
誠
実
に
こ
の
雑
誌
の
要
求
に
応
え
て
い
た
様
子

は
伺
え
る
。

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
と
与
謝
野
晶
子
(
寛
)
と
の
幸
福
な
依
存
関
係

は
、
雑
誌
の
終
刊
に
よ
っ
て
、
あ
っ
け
な
く
終
わ
っ
た
が
、
彼
ら
の
仕

事
を
よ
り
正
確
に
は
か
る
た
め
に
も
、
今
後
さ
ら
に
一
冊
で
も
多
く
の

雑
誌
を
発
見
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

〉王
(
l
)
台
湾
総
督
府
官
房
統
計
課
『
台
湾
総
督
府
第
十
三
統
計
書
i
第
二
十
統
計
書
』

(
明
弘
・

2
1
大
6
・
1
)
参爵…。

(2)
た
と
え
ば
、
第
二
十
八
巻
(
明
叫
・

3
)
の
場
合
、
広
告
八
十
二
頁
、
日
本
文

百
七
十
六
頁
、
漢
文
三
十
六
頁
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
廃
刊
前
年
の
大
正
4
年
に
は
、

広
告
を
含
め
て
各
巻
常
時
二
百
1
三
百
頁
で
あ
り
、
そ
の
内
、
漢
文
欄
が
約
四
分
の

一
程
度
を
占
め
る
。

(3)
拙
稿
「
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
史
的
位
置
新
資
料
・
第
六
十
巻
を
中
心

に
|
」
(
『
日
本
研
究
』
第
辺
号
、
平
幻
・

5
)
、
拙
稿
「
『
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
」

の
性
格
|
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
そ
し
て
近
代
文
学
発
生
の
場
と
し
て
l
』
(
『
県
立
広
島

大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
』
第
5
号
、
平

m
・
2
)
参
照
。

(4)
実
際
、
当
雑
誌
刊
行
期
間
、
台
湾
支
部
は
そ
の
会
員
数
を
、
雑
誌
創
刊
時
(
明

弘
)
の
二
万
八
千
五
百
九
十
二
人
か
ら
、
廃
刊
前
年
(
大
4
)
の
七
万
八
千
五
百
九

十
六
人
へ
と
大
幅
に
増
や
し
て
い
る
(
大
橋
捨
三
郎
編
『
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
沿

革
誌
』
台
湾
日
日
新
報
社
、
昭
防
・

2
、
1
1
6
頁
)
0

(5)
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
た
五
十
一
冊
に
つ
い
て
は
、
平
成
お
年
度
図
的
学
院

大
塾
大
学
院
特
定
課
題
研
究
報
告
書
耳
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
研
究
』
(
研
究
代
表
者

上
田
正
行
、
園
周
子
院
大
事
、
平
お
・

2
)
が
目
次
一
覧
と
主
要
本
文
の
翻
刻
を
行
っ

て
い
る
。

(6)
藤
村
の
「
或
男
の
話
」
に
つ
い
て
は
、
森
英
一
「
「
或
る
男
の
話
」
論
」
(
『
島
崎

藤
村
研
究
』
第
四
十
号
、
平
M
・
9
)
に
内
容
の
紹
介
と
老
黍
が
行
わ
れ
て
い
る
。

(7)
引
用
は
「
与
謝
野
品
子
評
論
著
作
集
第
十
七
巻
』
(
龍
漢
書
舎
、
平
凶
・
口
、

日
頁
)
に
拠
っ
た
。

(8)
詩
の
初
出
末
尾
に
は
「
九
月
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
経
験
時
で
は

な
く
、
日
冊
子
が
体
験
を
思
い
出
し
て
詩
を
執
筆
し
た
時
期
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

(9)
引
用
は
『
鉄
幹
晶
子
全
集
日
』
(
勉
誠
出
版
、
平
日
・
口
、

1
0
8
1
1
0
9

頁
)
に
拠
っ
た
。

(
叩
)
「
解
題
」
『
鉄
幹
晶
子
全
集

9
』
(
勉
誠
出
版
、
平
日
・

2
、
4
8
0
頁
)

(
日
)
「
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
と
い
う
雑
誌
」
(
吋
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
第
1
2
5号、

お
う
ふ
う
、
平
幻
・

3
)

(
ロ
)
な
お
、
逸
見
久
美
は
「
台
湾
愛
国
婦
人
』
掲
載
作
品
で
あ
る
「
新
訳
栄
華
物
証
巴

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
に
も
「
寛
の
協
力
が
か
な
り
加
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

の
推
測
を
行
っ
て
い
る
(
『
新
版
評
伝
与
謝
野
寛
品
子
大
正
篇
』
八
木
書
庖
、

平
お
・

8
、
1
5
0
頁
)

0
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円
ペ
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(
日
)
引
用
は
「
与
謝
野
寛
品
子
書
簡
集
成
第
一
巻
』
(
八
木
書
・
一
泊
、
平
日
・
叩
、

2

2
6
頁
)
に
拠
っ
た
。
上
田
正
行
も
既
に
同
晶
子
書
簡
を
引
用
の
上
で
、
当
雑
誌
の

原
稿
料
が
良
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
(
「
解
題
「
台
湾
愛
国
婦
人
」
と
い
う

雑
誌
の
意
義
」
『
平
成
お
年
度
闘
畢
院
大
典
子
大
学
院
特
定
課
題
研
究
報
告
書
『
『
台
湾

愛
国
婦
人
』
の
研
究
』
(
研
究
代
表
者
上
田
正
行
、
圏
内
学
院
大
事
、
平
お
・

2
、

日
頁
)

(
日
)
な
お
、
現
在
ま
で
の
発
見
分
『
台
湾
愛
国
婦
人
い
に
は
、
北
原
白
秋
の
作
品
掲

載
は
確
認
で
き
な
い
。

(
日
)
『
与
謝
野
田
冊
子
と
周
辺
の
人
ぴ
と
』
(
創
樹
社
、
平
山
・

7
、
8
頁
)

(
日
)
第
六
十
三
巻
(
大
3
・
2
)
「
本
誌
に
対
す
る
諸
名
家
の
感
想
」
で
は
、
晶
子
は

具
体
的
な
名
前
を
挙
げ
て
雑
誌
寄
稿
者
を
推
薦
し
て
い
る
。
表
紙
の
画
は
「
石
井
柏

亭
、
藤
島
武
二
、
高
村
光
太
郎
、
有
島
生
馬
、
梅
原
良
三
郎
」
、
論
文
は
「
阿
部
次

郎
、
大
佳
嘱
風
、
平
出
修
、
山
路
愛
山
、
上
田
敏
、
小
山
内
薫
、
長
谷
川
天
渓
、
柳

宗
悦
、
三
宅
雄
次
郎
、
丘
浅
次
郎
、
桑
木
厳
翼
、
美
濃
部
達
士
口
」
、
小
説
は
「
永
井

荷
風
、
田
村
俊
子
、
森
田
草
平
、
正
宗
日
鳥
、
武
者
小
路
実
篤
、
木
下
杢
太
郎
、
森

鴎
外
、
久
保
田
万
太
郎
、
平
出
修
」
、
短
歌
は
「
増
田
雅
子
、
三
ケ
島
よ
し
子
、
原

田
琴
子
、
原
あ
さ
を
」
に
依
頼
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
同
記
事
に
は

晶
子
の
他
、
二
十
二
名
の
著
名
人
の
感
想
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
通
り
一
遍
の
返

答
も
見
受
け
ら
れ
、
具
体
的
な
人
名
を
掲
げ
て
寄
稿
者
を
推
薦
し
て
い
る
の
は
、
晶

子
た
だ
一
人
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
彼
女
の
同
時
代
人
へ
の
評
価
(
好
み
)
の
一
端

が
伺
え
る
と
と
も
に
、
雑
誌
の
質
向
上
に
協
力
的
な
晶
子
の
様
相
が
見
て
と
れ
る
。

[
付
記
]

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤

(C)
課
題
番
号
2
4
5
2
0
2
1
7

究
代
表
者
・
樫
原
修
)
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

『
台
湾
愛
国
婦
人
」
第
六
十
一
巻
閲
覧
の
許
可
を
頂
い
た
、
財
団
法
人
半
親
文
教
基

金
会
台
湾
文
化
資
料
館
館
長
・
劉
峰
松
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
資
料
の
探
索

に
あ
た
っ
て
は
、
貌
徳
文
氏
(
南
天
書
局
)
、
院
文
雅
氏
(
東
呉
大
学
助
理
教
授
)
、
阿

部
由
理
香
氏
(
台
湾
大
学
法
律
学
院
博
士
課
程
後
期
)
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
の
協
力

を
得
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

江
川

7
r
L
r
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